
鶴
岡
市
で
は
、
合
併
前

の
旧
市
町
村
か
ら
継
続
雇

用
し
て
い
た
特
定
職
員（
嘱

託
職
員
）

人
を
３
月

43

31

日
付
で
「
解
雇
」
し
ま
し

た
。

市
で
は
平
成

年
３
月

22

日
付
で
、「
手
当
の
段
階

31的
カ
ッ
ト
と
、

年
度
か

22

ら
５
年
間
で
雇
い
止
め
」

の
通
告
を
個
々
人
に
文
書

で
渡
し
て
い
ま
し
た
。

解
雇
さ
れ
た

人
の
う

43

ち

人
が
新
年
度
、
市
の

21
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
さ

れ
、
賃
金
・
待
遇
が
大
幅

に
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
が
な
け
れ

ば
雇
い
止
め
や
待
遇
悪
化

と
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち

ば
か
り
で
す
。

超
ベ
テ
ラ
ン
の
管
理

栄
養
士
も

藤
島
で
は
、
ふ
れ
あ
い

食
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
サ
ン

の
設
立
時
（
２
０
０
２
年

４
月
）
か
ら
、
嘱
託
職
員

の
管
理
栄
養
士
と
し
て
地

産
地
消
と
「
特
区
」
に
よ

る
学
校
以
外
の
福
祉
給
食

を
担
当
し
て
き
た
斎
藤
裕

美
さ
ん
も
解
雇
さ
れ
ま
し

た
。齋

藤
さ
ん
は
サ
ン
サ
ン

と
農
家
を
結
び
地
産
地
消

を
推
進
し
て
き
た
超
ベ
テ

ラ
ン
の
管
理
栄
養
士
で
、

エ
コ
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん
の
後
任
は
、

６
時
間
パ
ー
ト
の
臨
時
職

員
の
栄
養
士
が
配
置
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

東
田
川
文
化
記
念
館
の

司
書
代
理
も
解
雇
さ
れ
、

後
任
に
新
た
な
臨
時
職
員

が
採
用
さ
れ
ま
す
。

東
栄
小
の
学
校
用
務
員

（
技
能
職
員
）
は
嘱
託
職

員
か
ら
臨
時
職
員
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

こ
り
す
保
育
園
の
技
能

職
員
も
嘱
託
職
員
か
ら
臨

時
職
員
に
変
更
さ
れ
、
く

り
く
り
保
育
園
の
臨
時
職

員
と
配
置
替
え
で
す
。

く
り
く
り
保
育
園
の
調

理
員
兼
保
育
補
助
は
臨
時

職
員
と
し
て
羽
黒
・
い
ず

み
保
育
園
へ
、
後
任
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
臨

時
職
員
が
異
動
で
す
。

藤
島
地
域
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
転
手
（
４
人
、

う
ち
嘱
託
職
員
２
人
）
は

解
雇
さ
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
は
市
直
営
か
ら
民

間
に
業
務
委
託
と
な
り
ま

し
た
（
裏
面
）。

エ
コ
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

技
能
職
員
も
解
雇
さ
れ
、

業
務
は
農
協
の
藤
島
堆
肥

散
布
組
合
に
委
託
、
農
協

職
員
と
し
て
出
向
と
な
る

予
定
で
す
。

地
区
公
民
館
主
事
に
つ

い
て
は
、

年
度
に
地
域

26

活
動
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し

た
こ
と
か
ら
、
各
自
治
振

興
会
が
雇
用
す
る
事
務
局

長
等
に
な
っ
て
い
ま
す
。

非
正
規
は
３
割
超
も

鶴
岡
市
は
平
成

年
度

22

に
「
非
常
勤
一
般
職
員
等

の
任
用
に
関
す
る
規
定
」

を
制
定
し
、
旧
市
町
村
で

異
な
る
扱
い
を
経
過
措
置

を
設
け
て

年
度
に
統
一

27

す
る
と
し
ま
し
た
。

規
定
で
は
、
非
常
勤
一

般
職
員
に
つ
い
て
は
、「
特

定
の
資
格
、
免
許
、
経
験

又
は
技
能
を
必
要
と
す
る

業
務
」
や
、「
あ
る
一
定
期

間
任
用
し
て
効
率
的
か
つ

経
済
的
と
認
め
ら
れ
る
」

業
務
に
任
用
。

臨
時
職
員
に
つ
い
て
は

法
第

条
５
項
の
規
定
に

22

よ
り
臨
時
的
に
任
用
さ
れ

る
者
ー
と
さ
れ
ま
し
た
。

①
任
用
期
間
は
非
常
勤

職
員
の
場
合
１
年
以
内
、

臨
時
職
員
は
６
ヶ
月
以
内

②
任
用
の
更
新
は
非
常

勤
職
員
は
通
算
で
３
～
５

年
を
限
度
に
、
臨
時
職
員

は
６
ヶ
月
以
内
の
更
新

③
１
週
間
の
勤
務
時
間

は
、
非
常
勤
職
員
は

時
30

間
以
内
と
さ
れ
ま
す
。

鶴
岡
市
の
臨
時
・
非
正

規
職
員
は
職
員
全
体
の
中

で

％
を
占
め
、
手
当
や

32
退
職
金
は
な
く
、
そ
の
多

く
が
１
年
限
り
の
臨
時
職

員
で
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
言
わ
れ
る
実
態
に
あ

り
、「
貧
し
い
鶴
岡
市
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

選
考
に
よ
る
採
用
で

も
雇
用
の
安
定
を

地
方
公
務
員
法
第

条
17

(

任
命
の
方
法)

４
項
で
は
、

「
人
事
委
員
会
を
置
か
な

い
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
は
、
職
員
の
採
用
及
び

昇
任
は
、
競
争
試
験
又
は

選
考
に
よ
る
も
の
と
す

る
。」
と
さ
れ
、
選
考
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
非
正
規
職

員
の
雇
用
の
安
定
を
図
る

べ
き
で
す
。

2015年４月５日

第９９４号

編 集 発 行
日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
3月 44人 66,135円
2月 50人 43,123円

2015年3月31日付で雇い止めとなった鶴岡市の「特

定職員(嘱託職員)」（資料：市職員課）

本庁 藤島 羽黒 櫛引 朝日温海

事務 1 1 3 7 1

保育士 3

保育補助 3

学童指導員 4

調理員兼保育補助 1

調理員 1

公民館主事・指導員 2 1

司書代理 1

技能職員 3 1 4

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運転手 2

栄養士 1

管理栄養士 1

看護師 1 1

43人 3人 8人 8人 8人 14人 2人

※43人中21人は市の臨時職員として新たに任用

「サンサン給食・一般公開」で地産地消の説明を

する管理栄養士の斎藤さん(平成24年2月7日)



同
誌
は
藤
島
の
歴
史
を

語
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、

ま
ず
も
っ
て
編
集
委
員
の

労
苦
に
感
謝
し
た
い
。

春
は
祭
り
の
季
節
で
あ

る
。
六
所
の
神
楽
が
村
々

に
や
っ
て
く
る
。「
社
誌
」

に
は
獅
子
舞
と
あ
る
が
、

私
た
ち
は
「
六
所
の
神
楽
」

と
言
っ
て
い
る
。
４
月
に

入
る
と
獅
子
頭
が
出
て
、

最
初
に
元
大
庄
屋
で
あ
っ

た
中
町
の
山
本
小
右
衛
門

宅
で
舞
う
の
が
恒
例
で
あ

っ
た
。
山
本
家
は
庄
内
藩

士
で
郡
代
を
勤
め
、
領
内

の
暮
ら
し
や
農
作
物
の
作

柄
を
検
見
し
、
年
貢
の
賦

課
な
ど
す
る
役
柄
で
、
後

に
大
庄
屋
と
し
て
藤
島
に

定
住
し
た
家
柄
で
あ
る
。

山
本
家
で
舞
を
終
え
る

と
酒
肴
を
献
じ
、
八
幡
神

社
に
渡
り
、
以
後
氏
子
や

村
々
を
廻
る
。
こ
の
一
年
、

新
築
・
婚
礼
・
出
産
な
ど

が
あ
っ
た
家
で
は
、
わ
が

家
の
繁
栄
を
祈
願
し
舞
っ

て
い
た
だ
い
た
。

神
楽
に
は
屋
台
が
つ
い

て
来
て
、
黄
な
粉
飴
・
ハ

ッ
カ
飴
・
お
も
ち
ゃ
な
ど

を
買
う
の
が
楽
し
み
で
あ

っ
た
。（
編
集
部
で
は
こ
の

よ
う
な
「
一
言
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
気
楽
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。）

国
会
に
出
す
前
に
米
国

に
説
明

報
道
に
よ
れ
ば
、
戦
争

が
で
き
る
国
に
す
る
法
律

作
り
の
責
任
者
で
あ
る
高こ

う

村
正
彦
副
総
裁
が
訪
米
し
、

む
ら法

律
作
り
の
状
況
を
説
明

し
た
と
の
事
。
こ
れ
を
米

国
防
長
官
は
「
歴
史
的
な

取
り
組
み
だ
」
と
評
価
し

た
の
に
対
し
、
国
会
を
延

長
し
て
も
成
立
さ
せ
る
意

向
を
伝
え
た
と
い
う
の
だ
。

▼
高
村
と
い
う
人
は
、
誰

に
選
ば
れ
た
、
ど
こ
の
国

会
議
員
か
忘
れ
た
の
か
、

は
た
ま
た
そ
の
法
律
の
た

め
に
米
国
か
ら
ナ
ン
ラ
カ

が
あ
っ
た
の
か
と
疑
い
ま

す
よ
ネ
ー
。

▼
オ
ソ
ロ
シ
イ
こ
と
で
す

が
、
正
に
馬
脚
を
現
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
で
首
相
が
「
我
が
軍
」

と
呼
ん
だ
の
も
納
得
が
つ

く
と
い
う
と
こ
ろ
。
米
国

は
喜
ぶ
は
ず
で
す
。

▼
安
倍
の
前
は
、
ナ
ン
ト

カ
特
措
法
と
か
Ｐ
Ｋ
Ｏ
だ

か
ら
と
法
律
を
ゴ
マ
カ
シ

て
自
衛
隊
を
外
国
に
出
し

て
き
た
が
、
こ
れ
を
外
国

で
は
「
軍
隊
」
と
見
る
だ

ろ
う
と
国
会
で
追
及
さ
れ

て
も
軍
隊
で
は
な
い
と
言

っ
て
き
た
の
だ
。

▼
憲
法
九
条
で
軍
隊
は
持

っ
て
は
な
ら
な
い
と
な
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
う
言
う

の
は
当
然
だ
っ
た
の
だ
か

ら
、
い
よ
い
よ
本
音
が
出

た
の
だ
が
許
さ
れ
な
い
ゼ
。

▼
国
会
で
は
こ
ん
な
流
れ

を
心
配
し
て
大
多
数
の
国

民
が
反
対
の
声
を
あ
げ
て

い
る
の
を
無
視
し
て
い
る

ば
か
り
か
、
国
会
に
法
律

を
出
す
の
を
統
一
選
挙
が

終
わ
っ
て
か
ら
と
し
て
い

な
が
ら
、
米
国
に
出
か
け

て
い
っ
て
ま
で
そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
ゼ
。

▼
国
民
が
ナ
ン
ト
言
お
う

自
分
達
の
思
う
よ
う
に
す

る
。
国
民
を
犠
牲
に
し
て

も
米
国
の
た
め
だ
と
、
主

権
者
で
あ
る
国
民
を
ナ
メ

て
い
る
ん
だ
ゼ
。
主
権
者

と
し
て
ア
ナ
タ
は
ど
う
す

る
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
戦

後
の

年
は
、
新
し
い
戦

70

前
に
な
る
ん
だ
か
ら
。

（
石
川
）

しんぶん赤旗３月26日付

旺
盛
で
野
球
に
も
興
味
を

示
し
選
手
に
も
な
り
、「
バ

ッ
タ
ー
」「
ラ
ン
ナ
ー
」「
フ

ォ
ア
ボ
ー
ル
」
な
ど
の
外

来
語
を
、「
打
者
」「
走
者
」

「
四
球
」
と
日
本
語
訳
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
功
績

で
野
球
殿
堂
に
入
っ
て
い

る
。「
何
事
に
よ
ら
ず
、
革

命
ま
た
は
改
良
と
い
う
こ

と
は
必
ず
新
た
に
世
の
中

に
出
て
き
た
青
年
」
で
あ

る
と
い
う
、
青
年
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
た
子
規
の

言
葉
で
結
ぶ
「
潮
流
」
で

あ
る
。

年
前
）
生
ま
れ
で
、
親
交

（
子
規
は
漱
石
の
下
宿
に

日
居
候
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

50漱
石
は
子
規
か
ら
の
お
譲

り
な
ど
）
が
あ
っ
た
明
治

の
俳
聖
と
文
豪
で
、
子
規

は
連
歌
の
発
句
を
独
立
さ

せ
俳
句
と
し
、「
柿
食
え
ば

鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」

の
名
句
（
漱
石
の
「
鐘
つ

け
ば
銀
杏
ち
る
な
り
建
長

寺
」
へ
の
返
句
）
を
残
し
、

漱
石
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

は
じ
め
多
数
の
名
作
で
書

く
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
子
規
は
好
奇
心

『
六
所
神
社

社
誌
』
に
寄
せ
る

一
言
ー
「
六
所
の
神
楽
」

鈴
木
重
雄
（
八
色
木
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
３
月
26

日
付
「
潮
流
」。

年
ぶ
り

82

出
場
の
松
山
東
が
二
松
学

舎
大
附
属
に
５
ー
４
で
競

り
勝
っ
た
。
松
山
東
は
、

旧
松
山
中
で
子
規
が
卒
業

し
漱
石
が
赴
任
し
た
『
坊

っ
ち
ゃ
ん
』
の
舞
台
、
二

松
学
舎
大
附
属
は
、
前
身

の
漢
学
塾
で
漱
石
が
学
び
、

い
ず
れ
も
２
人
と
か
か
わ

る
学
校
で
あ
る
。

奇
し
く
も
、
共
に
１
８

６
７
年
（
明
治
元
年
の
１

「センバツ」でつなぐ正岡

子規と夏目漱石

―「しんぶん赤旗」を読んで 青山 崇

関とおる候補と
街頭からお話しします。

ぜひお聞き下さい。

平成27年度 藤島スクールバス運行業務の委託契約

１号車：大和交通(株) 2,594,808円（H27/4/1～10/31）

２号車：いでは観光バス(株) 2,881,400円（H27/4/1～10/31）

３号車：いでは観光バス(株) 14,327,700円（H27/4/1～H30/3/31）

４号車：(株)ハイヤーセンター 3,078,000円（H27/4/1～10/31）


